
３．２．１　発生記録請求（債務者として請求）

発生記録請求（債務者として請求）のメニュー選択 立場：債務者

債務者（支払者）として、発生記録請求を行う取引です。

トップページ（ステータス画面）の「債権記録業務」にマウスポインターを合わせます｡

プルダウンされたメニューの「記録請求」、「発生記録請求」、「債務者として請求」

を押してください。　債務者発生記録入力画面に遷移します。

画面の説明
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３．２．１　発生記録請求（債務者として請求）

（１）．債務者発生記録入力 立場：債務者

発生記録請求（債務者として請求）を入力する画面です。

「債務者情報（請求者）」「債権者情報」「債権情報」を入力して、「入力内容の

確認」ボタンを押してください。

■債務者情報（請求者）

債務者の決済口座を選択してください。

■債権者情報

債権者のでんさい利用者番号と口座情報を入力してください。

事前登録済みの場合は「事前登録請求先一覧へ」を押してください。

「名称から口座情報入力」は 「共通１ 口座選択画面」参照

「コードから口座情報入力」は 「共通2 コードから口座情報入力」参照

■債権情報

・ 債権金額

１００億円以上となる場合は、１つの債権として取扱うことができません

ので、複数の債権に分けて入力してください。

・ 支払期日

画面の説明をご確認のうえ、西暦の暦日で指定してください。

・ 電子記録年月日

画面の説明をご確認のうえ、西暦の暦日で指定してください。

・ 譲渡制限の有無

電子記録債権については、譲渡禁止の記録をすることはできません。

譲渡先を金融機関に限定することは可能ですので、その場合は、

「譲渡先を参加金融機関に限定」を選択してください。

■請求者任意情報

請求者側での管理に利用するため、この電子記録債権あるいは

記録請求を特定するための番号として、40桁以内で任意に指定

することができます。

画面の説明
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３．２．１　発生記録請求（債務者として請求）

（２）．債務者発生記録承認依頼 立場：債務者

発生記録請求（債務者として請求）をでんさい管理者へ承認依頼する画面です。

表示されている内容でよろしければ、「承認依頼」ボタンを押してください。

修正が必要な場合は「戻る」ボタンを押してください。

■担当者コメント

承認依頼にあたり、でんさい管理者に対して必要なコメントを入力することが

できます。

画面の説明
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３．２．１　発生記録請求（債務者として請求）

（３）．債務者発生記録承認依頼完了 立場：債務者

発生記録請求（債務者として請求）の承認依頼完了の画面です。

「請求先事前登録入力」ボタンを押すと、請求先事前登録入力画面に遷移します。

画面の説明

この段階では債権の発生記録請求は完了していません。 
でんさい担当者がでんさい管理者へ承認の依頼を完了した画面です。 
でんさい管理者の承認によって債権の発生記録請求が完了します。 
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